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これからの運営方針 
  

平成１９年１月より半年ごとに本誌を発行してきましたが気づけばあっという間に１０年以上もたってし

まいました。ここで、当院の今後の運営方針などについてお話しさせていただきます。 

まずわが国の精神科医療についてですが、精神科病院に入院されている患者さまの数は平成１７年以降、

年々減少されています（３２．４万人が、最新のデータがまだありませんが、２６年には２８．９万人）。主

に統合失調症圏内の患者さまが減ったためですが、その理由はおそらく、人口構成の変化に伴って新しく統合

失調症を発症される方が減少した（多くは３０歳代までに発症されるので）一方、治療技術の向上や福祉制度

の整備により、在宅で良い状態を維持できる方が増えたためと考えられます。うつ病などの感情障害による入

院者は微増、認知症圏内の方の数は高齢化にもかかわらず意外にもほとんど変わっていません。多くの方が、

精神科以外の医療機関や福祉施設で過ごしておられるためと思います。 

当院は、地方の単科精神科病院として昭和３６年の開院以来、入院機能については急性期および慢性期の統

合失調症患者さまを中心として診療してまいりました。先にお示しした事情により、当院でも最近の入院患者

さまの数は定床の約９０％（全国平均とほぼ同じです）で推移しており、今後は徐々に果たすべき役割を変え

ていく必要に迫られております。 

そのために、当院がかねてより取り組んでおりました、児童思春期精神科医療に一層力を注いでいく予定で

す（通院・入院とも）。教育機関、福祉施設、行政などとの連携を密にして、まだまだ発展途上にあるこの分

野で、お悩みのお子さんや保護者、教職員の方々のお役に立てますよう精進してまいりますのでご指導ご協力

のほどお願いいたします。もちろん、本来の一般精神科診療につきましてもいっそう治療効果を上げるよう努

力してまいりますので、お手伝いの必要がございましたらどうぞ声をおかけください。今後ともよろしくお願

いいたします。（病院長 稲野 秀） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社団医療法人山陽会 

長門一ノ宮病院 
〒751-0885 

山口県下関市形山みどり町 17-35 

TEL 083-256-2011 

FAX  083-256-9004 第２４号 

病棟改築完了のお知らせ 
 

 

病棟機能再編のため、平成 30 年 2 月 5 日～4 月 21 日の期間に予定されていた、病棟の改修工事

は無事完了しました。工事期間中は、大変ご不便をおかけし申し訳ございませんでした。 

今後とも長門一ノ宮病院をよろしくお願いいたします。 

 

(病院長 稲野 秀)  
 



 

 

前回の「つながり 23 号(2018 年 1 月発行)」で

お伝えした、当院ホームページのリニューアル

につきまして、順調に進んでいることをご報告

させていただきます。 

 

現在は必要な素材があらかた集まり、編集を進

めていただいているところです。本紙一面の院

長による今後の運営方針にあるよう、当院は児

童思春期の精神科医療に一層の力を注いでいく

予定です。 

 

今後、上述のニーズに合わせた親しみやすく有

用な情報を掲載したホームページを完成させた

いと考えております。 

 

極力近いうちにお披露目させていただこうと

思っておりますので、どうぞよろしくお願いい

たします。（広報委員会） 

 

ホームページのリニューアル続報 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

院長 稲野秀、副院長 稲野靖枝・横地光子、診療部長 鶴見征志、医師 石田智恵美 
平成 30 年 1 月 1 日より石田智恵美医師の外来診療が木曜・金曜で開始となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊土曜日の児童精神は完全時間予約制です。受診される場合は、お電話で予約をお取りの上ご来院ください。 

ご予約がない場合は来院されても診察できない場合があります。 

＊初診担当医は変更になる場合があります。 

・入院ご希望の場合は、事前にお問い合わせの上、できるだけ午前中に来院してください。 

午後の遅い場合や空床のない場合は入院できないこともあります。 

・日曜・祝日・盆・年末年始 

・盆の休みは 8 月 14 日から 8 月 16 日までです。 

この期間の外来は休診とさせていただきますので、よろしくお願い致します。 

  

◎山陽新幹線・山陽本線ご利用の方 

新下関駅下車東出口から徒歩 10 分 

 月 火 水 木 金 土 

午前 
 

受付時間 8:00～12:00 

 

診療時間 9:00～12:30 

稲野 秀 鶴見 征志 鶴見 征志 

横地 光子 稲野 靖枝 稲野 秀 

石田智恵美 石田智恵美 
*稲野 靖枝 

（専門外来） 

午後（要予約） 
受付時間 13:15～16:00 

診療時間 13:45～16:30 

午後は主治医とのお話合いによる予約制です。急患においてはこの限りでは 

ありませんが、来院の際はお電話での確認をお願いします。 

交通アクセス 

医局体制 

休診日について 

◎バス サンデン交通をご利用の方 

農協会館前下車 徒歩３分 

広報誌編集後記 

 病棟改築終了に伴い、当院では児童思春期精神科医療に一層の力を

入れ取り組むこととなりました。これまでの一般精神と合わせ、より

良い医療を患者様に提供できるよう、今後も各スタッフとの連携を深

め、質の向上に努めていきたいと思います。（栄養部長 古谷友香） 

診 療 担 当 医 案 内 （ 平 成 3 0 年 1 月 よ り ） 

長門一ノ宮病院の由来 

 

「下関なのに、長門？」と思われる方多いので

はありませんか。この長門とは古く山口県西域

全般をさす長門国(ナガトノクニ)で、一ノ宮とは

住吉神社のことです。これが、長門一ノ宮病院

の名前の由来です。ちなみに当院の近くにある

新下関駅は、元々1901 年山陽鉄道開業時に住吉

神社の近くに一ノ宮駅の名称で開業し、その後、

長門一ノ宮駅と改名しました。1928 年に現在の

場所に移転し、1975 年山陽新幹線開通に伴い、

現在の駅名となりました。この駅の名称から、

駅周辺を長門一ノ宮と呼んでいたそうです。「一

の宮」とよく書かれますが、本来は「一ノ宮」

です。当院は、カタカナの「ノ」の字で、1961

年 8 月 1 日に開院をしました。(広報委員会) 

 
 


